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衆
議
院
議
員
小
川
淳
也
君
提
出
石
綿
含
有
建
材
を
使
用
し
た
建
築
物
の
解
体
及
び
事
業
承
継
に
伴
う
店
舗
建
替
え
へ
の
支
援

に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
小
川
淳
也
君
提
出
石
綿
含
有
建
材
を
使
用
し
た
建
築
物
の
解
体
及
び
事
業
承
継
に
伴
う
店
舗
建
替
え
へ
の

支
援
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
実
施
状
況
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
御
指
摘
の
「
住
宅
・
建
築

物
ア
ス
ベ
ス
ト
改
修
事
業
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
七
年
十
二
月
八
日
に
国
土
交
通
省
が
実
施
し
た
「
市
街
地
再
開
発
関
連
事

業
に
関
す
る
地
区
概
要
調
書
等
の
作
成
に
つ
い
て
（
依
頼
）
」
（
令
和
七
年
十
二
月
八
日
国
土
交
通
省
住
宅
局
市
街
地
建
築

課
事
務
連
絡
）
に
よ
る
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
令
和
八
年
度
に
お
い
て
、
二
百
六
十
一
の
地
方
公
共
団
体
が
当
該
事
業
の

実
施
を
予
定
し
て
い
る
。 

 
 

お
尋
ね
の
「
支
援
対
象
」
に
つ
い
て
は
、
「
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
交
付
要
綱
」
（
平
成
二
十
二
年
三
月
二
十
六
日

付
け
国
官
会
第
二
千
三
百
十
七
号
国
土
交
通
事
務
次
官
通
知
別
添
（
最
終
改
正 

令
和
八
年
四
月
七
日
）
。
以
下
「
交
付
要

綱
」
と
い
う
。
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
「
住
宅
・
建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
の
計
画
的
実
施
の
誘
導
に
関
す
る

事
業
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
事
業
」
（
以
下
「
誘
導
等
事
業
」
と
い
う
。
）
、
「
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
等
に
関
す
る
事
業
」

（
以
下
「
調
査
等
事
業
」
と
い
う
。
）
及
び
「
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
等
に
関
す
る
事
業
」
（
以
下
「
除
去
等
事
業
」
と
い
う
。
）



 

２ 

 

で
あ
る
。 

 
 

誘
導
等
事
業
に
係
る
お
尋
ね
の
「
補
助
率
」
及
び
「
補
助
上
限
額
」
に
つ
い
て
は
、
交
付
要
綱
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お

り
、
「
地
方
公
共
団
体
が
当
該
事
業
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
に
要
す
る
費
用
の
二
分
の
一
、
民
間
事
業
者
等

が
当
該
事
業
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
に
要
す
る
費
用
の
三
分
の
一
又
は
地
方
公
共
団
体
が
補
助
す
る
額
の
二

分
の
一
の
い
ず
れ
か
低
い
額
」
で
あ
る
。 

 
 

調
査
等
事
業
に
係
る
お
尋
ね
の
「
補
助
率
」
及
び
「
補
助
上
限
額
」
に
つ
い
て
は
、
交
付
要
綱
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お

り
、
「
地
方
公
共
団
体
が
当
該
事
業
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
等
に
要
す
る
費
用
（
ア
ス
ベ
ス
ト

対
策
に
係
る
建
築
物
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
費
用
を
含
む
。
ま
た
、
耐
震
診
断
を
一
体
的
に
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

耐
震
診
断
と
共
通
し
て
必
要
と
な
る
費
用
を
含
む
。
・
・
・
）
又
は
国
土
交
通
大
臣
が
認
め
る
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
、
民

間
事
業
者
等
が
当
該
事
業
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査
等
に
要
す
る
費
用
、
国
土
交
通
大
臣
が
認
め

る
額
又
は
地
方
公
共
団
体
が
補
助
す
る
額
の
い
ず
れ
か
低
い
額
」
で
あ
る
。 

 
 

除
去
等
事
業
に
係
る
お
尋
ね
の
「
補
助
率
」
及
び
「
補
助
上
限
額
」
に
つ
い
て
は
、
交
付
要
綱
に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
お

り
、
「
地
方
公
共
団
体
が
当
該
事
業
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
等
に
要
す
る
費
用
（
調
査
設
計
計
画
費



 

３ 

 

を
含
み
、
特
定
行
政
庁
か
ら
の
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
等
の
勧
告
を
受
け
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
補
償
費
を
含
む
。
ま
た
、
耐
震

改
修
等
を
一
体
的
に
実
施
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
耐
震
改
修
等
と
共
通
し
て
必
要
と
な
る
費
用
を
含
む
。
住
宅
・
建
築
物

の
除
却
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
等
に
要
す
る
費
用
相
当
分
と
す
る
。
・
・
・
）
の
三
分
の
一
、
民
間
事

業
者
が
当
該
事
業
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
等
に
要
す
る
費
用
の
三
分
の
一
又
は
地
方
公
共
団
体
が
補

助
す
る
額
の
二
分
の
一
の
い
ず
れ
か
低
い
額
」
で
あ
る
。 

 
 

お
尋
ね
の
「
予
算
額
」
に
つ
い
て
は
、
社
会
資
本
総
合
整
備
事
業
の
予
算
額
約
一
兆
三
千
百
二
十
六
億
円
の
内
数
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

政
府
と
し
て
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
御
指
摘
の
「
同
事
業
」
を
周
知
す
る
た
め
の
説
明
会
を
開
催
す
る
等
し
て
、

当
該
事
業
の
積
極
的
な
活
用
を
促
進
し
て
い
る
が
、
御
指
摘
の
「
支
援
の
有
無
及
び
内
容
」
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
適
切
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
国
の
補
助
制
度
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
で
御
指
摘
の
「
住

宅
・
建
築
物
ア
ス
ベ
ス
ト
改
修
事
業
」
は
、
建
物
の
使
用
者
に
対
す
る
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
止
す
る
こ
と
を



 

４ 

 

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
御
指
摘
の
「
吹
付
け
石
綿
」
に
つ
い
て
は
、
飛
散
し
や
す
く
、
建
物
の
通
常
の
使
用
状

態
に
お
い
て
使
用
者
に
ば
く
露
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
調
査
や
除
去
に
つ
い
て
当
該
事
業
に
お
け
る
補
助
の
対

象
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
御
指
摘
の
「
石
綿
含
有
断
熱
材
、
保
温
材
、
耐
火
被
覆
材
、
成
形
板
及
び
仕
上
塗
材
」
に
つ
い

て
は
、
建
物
の
通
常
の
使
用
状
態
に
お
い
て
居
室
内
に
飛
散
す
る
状
況
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
当
該
事
業
に
お
け
る

補
助
の
対
象
と
は
し
て
い
な
い
。 

 
 

ま
た
、
建
物
の
解
体
に
伴
い
発
生
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
建
物
の
所
有
者
が
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
と
こ

ろ
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
お
尋
ね
の
「
法
令
上
対
策
が
必
要
と
な
る
全
て
の
石
綿
含
有
建
材
を
対
象
」
と
し
た
補
助
制

度
を
導
入
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
建
物
の
解
体
に
伴
い
発
生
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
建
物
の
所
有
者
が
負
担
す
る

こ
と
が
原
則
で
あ
る
と
こ
ろ
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
お
尋
ね
の
「
全
国
で
利
用
で
き
る
支
援
制
度
」
の
「
創
設
」
や
「
通

常
の
解
体
費
用
に
上
乗
せ
さ
れ
る
費
用
」
を
「
補
助
」
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 

五
に
つ
い
て 



 

５ 

 

 
 

三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
建
物
の
解
体
に
伴
い
発
生
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
建
物
の
所
有
者
が
負
担
す
る

こ
と
が
原
則
で
あ
る
と
こ
ろ
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
お
尋
ね
の
「
補
助
率
及
び
補
助
上
限
額
の
引
上
げ
並
び
に
複
数
年

度
に
わ
た
る
安
定
的
な
予
算
措
置
」
を
講
ず
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。 


